啓林館　SKILLFUL English Communication Ⅲ (コⅢ324)
観 点 一 覧
◆内容の取扱い
1. 教師にとって教えやすく，生徒にとって学びやすい教科書になっている。
2. 難易度や構成に配慮してあり，幅広い層の生徒に受け入れられる教科書になっている。
3. 英語の習得に必要な幅広い技能の向上をはかれる教科書になっている。
4. 厳選された題材を通じて，生徒の学力向上や精神的な成長に寄与できる教科書になっている。
5. 英語の4技能を活用できるよう工夫してあり，生徒が積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を養える教科書になっている。
◆単元の構成・配列および分量
＜Part 1＞

1. Discourse Skillを6課，それに対応するLessonを6課設けてある。
2. Discourse Skillで学習した項目を直後のLessonで確認できる構成にしてある。

3. Lessonの本文は350～400語程度の標準的な英語で構成されている。
4. 課末ページはComprehension（主題把握・細部理解），Listening（リスニング問題），Writing（ライティング問題）で構成されている。
＜Part 2＞

1. Lessonを12課，Optional Lesson を1課設けてある。
2. 各課の扉ページは写真や図・英問・キーワードで構成され，英語による導入を行いやすいよう工夫されている。
3. 本文は500～900語程度の標準的な英語で構成されている。
4. 本文のAttention Pointerで注意すべきディスコーススキルの観点を示してあり，Part 1での学習を活用できるよう工夫されている。

5. 課末ページはComprehensionおよびExchanging Ideasで構成されている。
6. Comprehensionでは主題把握・細部理解・要約・全体構成に関する4つの問題が設けられ，本文をさまざまな角度から理解できるよう工夫されている。

7. Exchanging Ideasでは本文に関連するリスニング・ライティング活動が設けられ，さらにディスカッション活動にもつなげられるよう工夫されている。
＜その他＞
1. 速読用のRapid Readingを1課設けてある。

2. 巻末にIdioms in Use（熟語の例文集）を設けてある。
